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ATmega32A
ATmega32A シリコン障害とデータシート説明

序説

お客様が受け取ったATmega32Aﾃﾞﾊﾞｲｽはこの文書で記述される異常を除き、現在のﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(DS4000207 
2)に対して機能的に一致します。この文書で記述される障害はATmega32Aﾃﾞﾊﾞｲｽの将来の改訂で処置されるかもし
れません。

注: ・ この文書は現在と過去の全てのｼﾘｺﾝ版からの全てのｼﾘｺﾝ障害問題を要約します。

https://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmega32A-DataSheet-Complete-DS40002072A.pdf
https://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmega32A-DataSheet-Complete-DS40002072A.pdf
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1. ｼﾘｺﾝ問題要約
- 障害は適用されません。
× 障害が適用されます。

ｼﾘｺﾝ改訂の有効性
周辺機能 簡単な説明

改訂 G (注) I K E F

ｱﾅﾛｸﾞ比較器 × × × × ×2.2.1. 遅らされるかもしれない初回ｱﾅﾛｸﾞ比較器変換

ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ × × × × ×2.3.1. 非同期ﾀｲﾏ(T/C2)でﾀｲﾏ ﾚｼﾞｽﾀ書き込み時に失われるかもしれない割り込み

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ × × × × ×2.4.1. TDI入力からのﾃﾞｰﾀを遮蔽するIDCODE

ﾒﾓﾘ
2.5.1. 予期せぬ割り込み要求を起動する、EEREﾋﾞｯﾄ設定(1)のためのSTまたはSTS使

用によるEEPROM読み込み
× × × × ×

注: この版がｼﾘｺﾝの初公開です。
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2. ｼﾘｺﾝ障害問題

2.1. 障害詳細

- 障害は適用されません。
× 障害が適用されます。

2.2. ｱﾅﾛｸﾞ比較器

2.2.1. 遅らされるかもしれない初回ｱﾅﾛｸﾞ比較器変換

低速上昇VCCがﾃﾞﾊﾞｲｽを給電する場合、最初のｱﾅﾛｸﾞ比較器変換はいくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽで予想よりも長くかかるでしょう。

対策/対処

ﾃﾞﾊﾞｲｽが給電またはﾘｾｯﾄされた時は最初の変換前にｱﾅﾛｸﾞ比較器を禁止し、そして許可してください。

影響を及ぼされるｼﾘｺﾝ改訂

改訂 G I K D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB

×影響 × × * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

2.3. 割り込み

2.3.1. 非同期ﾀｲﾏ(T/C2)でﾀｲﾏ ﾚｼﾞｽﾀ書き込み時に失われるかもしれない割り込み

ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2ﾚｼﾞｽﾀ(TCNT2)が$00の時に、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2制御ﾚｼﾞｽﾀ(TCCR2)、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2ﾚｼﾞｽﾀ(TCNT2)、またはﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2比較ﾚ
ｼﾞｽﾀ(OCR2)の1つを書く場合に割り込みが失われるでしょう。

対策/対処

ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2制御ﾚｼﾞｽﾀ(TCCR2)、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2ﾚｼﾞｽﾀ(TCNT2)、またはﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ2比較ﾚｼﾞｽﾀ(OCR2)を書く前に、常に非同期ﾀｲﾏ/
ｶｳﾝﾀ2ﾚｼﾞｽﾀ(TCNT2)が$FFまたは$00のどちらの値でもないことを調べてください。

影響を及ぼされるｼﾘｺﾝ改訂

改訂 G I K D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB

×影響 × × * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

2.4. JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

2.4.1. TDI入力からのﾃﾞｰﾀを遮蔽するIDCODE

JTAG命令のIDCODEは正しく動作しません。DR更新の間中、後続するﾃﾞﾊﾞｲｽへのﾃﾞｰﾀは全て1に置換されます。

対策/対処

 ・ ATmega32Aが走査ﾁｪｰﾝ内で唯一のﾃﾞﾊﾞｲｽなら、この問題は見られません。

 ・ ATmega32AのﾃﾞﾊﾞｲｽIDﾚｼﾞｽﾀとおそらくは走査ﾁｪｰﾝの後続するﾃﾞﾊﾞｲｽからのﾃﾞｰﾀ内容を読むために、IDCODE命令を発行す
るか、またはTAP制御器の検査回路ﾘｾｯﾄ状態へ移行することのどちらかにより、ATmega32AのﾃﾞﾊﾞｲｽIDﾚｼﾞｽﾀを選んでください。
境界走査ﾁｪｰﾝの先行ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｲｽIDﾚｼﾞｽﾀを読む間中、ATmega32AへBYPASS命令を発行してください。

 ・ 境界走査ﾁｪｰﾝ内の全ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｲｽIDが同時に捕獲されなければならない場合、ATmega32Aはﾁｪｰﾝの先頭ﾃﾞﾊﾞｲｽでなけれ
ばなりません。

影響を及ぼされるｼﾘｺﾝ改訂

改訂 G I K D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB

×影響 × × * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

2.5. ﾒﾓﾘ

2.5.1. 予期せぬ割り込み要求を起動する、EEREﾋﾞｯﾄ設定(1)のためのSTまたはSTS使用によるEEPROM読み込み

EEPROM制御ﾚｼﾞｽﾀ(EECR)のEEPROM読み込み許可(EERE)ﾋﾞｯﾄを設定(1)するのにSTまたはSTS命令を使うEEPROM読み込みは
予期せぬEEPROM割り込み要求を起動します。

対策/対処

EECR内のEEREを設定(1)するのに常にOUTまたはSBIを使ってください。

影響を及ぼされるｼﾘｺﾝ改訂
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改訂 G I K D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB

×影響 × × * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
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3. ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明
ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(DS40002072)の最新版に対して以降の誤植修正と説明に注意してください。

注: 修正は太字で示されます。可能な場合、明確にするため、元の太字の文字書式は削除されています。

3.1. ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの障害情報章はもはや無効

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄで障害情報章に対する明確化が行われました。

障害情報内容は独立した文書、「ATmega32Aｼﾘｺﾝ障害とﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明」(本文書)に移動されました。

最新障害については本文書の「ｼﾘｺﾝ障害問題」項をご覧ください。

3.2. ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ

代表的なｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ発振器周波数に対して明確化が行われました。

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏは1.25MHzで動く独立したﾁｯﾌﾟ上の発振器からｸﾛｯｸ駆動されます。これはVCC=5Vでの代表値です。他のVCC電圧
での代表値については「特性ﾃﾞｰﾀ」をご覧ください。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ前置分周器の制御により、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄ間隔は32頁の表
11-1.で示されるように調整できます。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄ(WDR)命令はｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏをﾘｾｯﾄします。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏはそれが禁止され
る時とﾁｯﾌﾟ ﾘｾｯﾄが起こる時もﾘｾｯﾄされます。このﾘｾｯﾄ周期を決めるために8つの異なるｸﾛｯｸ周期を選べます。別のｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄ
なしにﾘｾｯﾄ周期が経過すると、ATmega32Aはﾘｾｯﾄしてﾘｾｯﾄ ﾍﾞｸﾀから実行します。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾘｾｯﾄの詳細ﾀｲﾐﾝｸﾞについては29頁を
参照してください。

3.3. ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ制御ﾚｼﾞｽﾀ

名称 : WDTCR
変位 : -
ﾘｾｯﾄ : $00
特質 : -

- - - WDTOE WDE WDP2～0

7 6 5 4 3 2 1 0ﾋﾞｯﾄ
WDTCR$21 ($41)

R/WR/WR/WR/WR/WRRR

00000000
Read/Write

初期値

● ﾋﾞｯﾄ4 - WDTOE : ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞOFF切り替え許可 (Watchdog Turn-off Enable)

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ許可(WDE)ﾋﾞｯﾄが論理0を書かれる時にこのﾋﾞｯﾄを設定(1)してください。さもなければ、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞは禁止されません。一旦
1を書かれると、ﾊｰﾄﾞｳｪｱが4ｸﾛｯｸ周期後、このﾋﾞｯﾄを解除(0)します。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ禁止手順についてはWDEﾋﾞｯﾄの記述を参照してくだ
さい。

● ﾋﾞｯﾄ3 - WDE : ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ許可 (Watchdog Enable)

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ許可(WDE)が論理1を書かれるとｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏが許可され、WDEが論理0を書かれるとｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ機能が禁止されま
す。WDEはｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞOFF切り替え許可(WDTOE)ﾋﾞｯﾄが論理ﾚﾍﾞﾙ1を持つ場合だけ解除(0)できます。許可されているｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲ
ﾏを禁止するには次の手順に従ってください。

 1. 同じ操作(命令)内で、ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞOFF切り替え許可(WDTOE)ﾋﾞｯﾄとｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ許可(WDE)ﾋﾞｯﾄに論理1を書いてください。例え禁
止操作を始める前のWDEが1に設定されていても、WDEに論理1を書いてください。

 2. 後続する4ｸﾛｯｸ周期内で、WDEに論理0を書いてください。これがｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞを禁止します。

● ﾋﾞｯﾄ2～0 - WDP2～0 : ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ前置分周選択 (Watchdog Timer Prescaler)

このWDP2～0ﾋﾞｯﾄはｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ
が許可される時のｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏの
前置分周を決めます。右表は様々な
前置分周値とそれらに対応する計時
完了周期を示します

表3-1. ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ前置分周選択

WDP2

0 16K (16,384)

32K (32,768)

1 64K (65,536)

128K (131,072)

WDP1

0

1

0

1

0

1

WDP0

0

1

0

1

0

1

0

1

0

0

0

0

1

1

1

1

256K (262,144)

512K (524,288)

1024K (1,048,576)

2048K (2,097,152)

WDT発振周期数
代表的な計時完了周期

VCC=3.0V VCC=5.0V

14ms

28ms

56ms

0.11s

0.22s

0.45s

0.89s

1.8s

13ms

26ms

52ms

0.10s

0.21s

0.42s

0.84s

1.7s

次のｺｰﾄﾞ例はｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ(WDT)をOFFに切り替える1つのｱｾﾝﾌﾞﾘ言語と1つのC言語の関数を示します。これらの関数実行中に割り
込みが起きないように、(例えば全体的に割り込みを禁止することによって)割り込みが制御されると仮定します。

https://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/Atmega32A-DataSheet-Complete-DS40002072A.pdf
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ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例

WDT_OFF: WDR  ;ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ ﾘｾｯﾄ
 IN R16,WDTCR ;現WDTCR値を取得
 ORI R16,(1<<WDTOE)|(1<<WDE) ;WDTOEとWDE論理1値を設定
 OUT WDTCR,R16 ;WDTOEとWDEに論理1書き込み
 LDI R16,(0<<WDE) ;WDE論理0値を取得
 OUT WDTCR,R16 ;ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ禁止
 RET  ;呼び出し元へ復帰

C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例

void WDT_off(void)
{
 _WDR(); /* ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ ﾘｾｯﾄ */
 WDTCR |= (1<<WDTOE)|(1<<WDE); /* WDTOEとWDEに論理1書き込み */
 WDTCR = 0x00; /* ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ禁止 */
}
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4. 文書改訂履歴
注: 文書改訂はｼﾘｺﾝ改訂と無関係です。

4.1. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

A 2022年9月

初回文書公開
 ● ﾃﾞｰﾀｼｰﾄから移動され新文書雛形に再構築された内容
 ● 製造での改訂を反映するようにﾀﾞｲ改訂一覧を更新

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明追加:
 ● ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの障害情報章はもはや無効
 ● 3.2. ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ ﾀｲﾏ
 ● 3.3. WDTCR
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Microchip情報

Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはwww.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情報を容
易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはwww.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はwww.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchip製品での以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは動作仕様内で意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が安全であると考えます。

・ Microchipはその知的所有権を尊重し、積極的に保護します。Microchip製品のｺｰﾄﾞ保護機能を侵害する試みは固く禁じられ、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は製品が”破ることができない”
ことを当社が保証すると言うことを意味しません。ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的
に改善することを約束します。

法的通知

この刊行物と契約での情報は設計、試験、応用とのMicrochip製品の統合を含め、Microchip製品でだけ使えます。他の何れの方法
でのこの情報の使用はこれらの条件に違反します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関する情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新に
よって取り換えられるかもしれません。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。追加支援につ
いては最寄りのMicrochip営業所にお問い合わせ頂くか、www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
で追加支援を得てください。

この情報はMicrochipによって「現状そのまま」で提供されます。Microchipは非侵害、商品性、特定目的に対する適合性の何れの黙
示的保証やその条件、品質、性能に関する保証を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面ま
たは黙示の如何なる表明や保証もしません。

如何なる場合においても、Microchipは情報またはその使用に関連するあらゆる種類の間接的、特別的、懲罰的、偶発的または結
果的な損失、損害、費用または経費に対して責任を負わないものとします。法律で認められている最大限の範囲で、情報またはそ
の使用に関連する全ての請求に対するMicrochipの全責任は、もしあれば、情報のためにMicrochipへ直接支払った料金を超えな
いものとします。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因す
る全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchip
のどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されません。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、CryptoMemory、CryptoRF、
dsPIC、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、
Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip De 
signer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TimeSource、ti 
nyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

AgileSwitch、APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Flashtec、Hyper Speed Control、Hyper 
Light Load、IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、
Quiet-Wire、SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、TrueTime、WinPath、ZLは米国
に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、Augmented Switching、BlueSky、Bo 
dyCom、Clockstudio、CodeGuard、CryptoAuthentication、CryptoAutomotive、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、
dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、Espresso T1S、EtherGREEN、GridTime、IdealBridge、In-Circuit Serial 
Programming、ICSP、INICnet、Intelligent Paralleling、IntelliMOS、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、Knob-on-Display、KoD、
maxCrypto、maxView、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLIB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、
Omniscient Code Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Bloc 
ker、RTAX、RTG4、SAM-ICE、Serial Quad I/O、simpleMAP、SimpliPHY、SmartBuffer、SmartHLS、SMART-I.S.、storClad、SQI、Su 
perSwitcher、SuperSwitcher II、Switchtec、SynchroPHY、Total Endurance、Trusted Time、TSHARC、USBCheck、VariSense、Vector 
Blox、VeriPHY、ViewSpan、WiperLock、XpressConnect、and ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの
商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcomは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商
標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2022年、Microchip Technology Incorporatedとその子会社、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはwww.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2022.

本ﾃﾞｰﾀｼｰﾄはMicrochipのATmega32A障害とﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明の英語版資料(DS80001044A-2022年9月)の翻訳日本語版です。日本
語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分
もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

汎用入出力ﾎﾟｰﾄの出力ﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀとﾋﾟﾝ入力は、対応関係からの理解の容易さから出力ﾚｼﾞｽﾀと入力ﾚｼﾞｽﾀで統一表現されていま
す。一部の用語がより適切と思われる名称に変更されています。必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表
記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
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